
第16号様式(第14条関係)
産業廃棄物減量税修正申告書
	　
	徴収番号
	　

	年　　月　　日
県民センター所長　様
	納税者
	住所又は所在地
	　

	
	
	氏名又は名称
	　
(電話　　　　　　　　　)　　　

	
	最終処分場
	所在地
	　

	
	
	名称
	　

	期間
	年　　　月から　　　　　年　　　月まで

	区分
	課税標準たる重量
	税率
	税額

	修正申告①
	．　　トン
	(　　　　　　　)円／トン
	円

	当初申告②
	．　　トン
	(　　　　　　　)円／トン
	円

	今回納付すべき税額
(①－②)
	．　　トン
	　
	円


　備考
　　1　「課税標準たる重量」欄は、1,000分の1トン未満を切り捨てて記載してください。
　　2　この申告書には、付表を添付してください。
付表
	　
	徴収番号
	　

	納税者の氏名又は名称
	　

	区分
	課税標準に関する明細書(　　　年　　月から　　　年　　月まで)

	
	産業廃棄物の種類
	容量①
(m3)
	換算係数②
	重量(換算重量(①×②))③
(トン)
	摘要

	課税標準となる搬入
	燃え殻
	　
	1.14
	　
	　

	
	汚泥
	　
	1.10
	　
	

	
	廃油
	　
	0.90
	　
	

	
	廃プラスチック
	　
	0.35
	　
	

	
	紙くず
	　
	0.30
	　
	

	
	木くず
	　
	0.55
	　
	

	
	繊維くず
	　
	0.12
	　
	

	
	動植物性残さ
	　
	1.00
	　
	

	
	動物系固形不要物
	　
	1.00
	　
	

	
	ゴムくず
	　
	0.52
	　
	

	
	金属くず
	　
	1.13
	　
	

	
	ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず
	　
	1.00
	　
	

	
	鉱さい
	　
	1.93
	　
	

	
	がれき類
	　
	1.48
	　
	

	
	動物のふん尿
	　
	1.00
	　
	

	
	動物の死体
	　
	1.00
	　
	

	
	ばいじん
	　
	1.26
	　
	

	
	廃棄物処理法施行令第2条第13号に規定する廃棄物
	　
	1.00
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	小計
	　
	　
	　
	　
	←申告書①欄へ転記

	課税免除される搬入
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	小計
	　
	　
	　
	　
	　

	合計
	　
	　
	　
	　
	　


　備考
　　1　この付表は、第16号様式に添付してください。
　　2　「重量(換算重量①×②)③」欄は、あらかじめ重量が判明している場合はその重量を記載し、容量から換算係数を用いて重量を算出する場合はその換算後の重量を記載してください。なお、重量(換算重量)は、1,000分の1トン未満を切り捨ててください。
　　3　「容量①」欄は、端数を処理しないで記載してください。

